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 『クスノキの記念碑』建立について 
南高創立 100 周年記念事業実行委員会  

多摩高校が平成 20（2008）年に創立 100 周年を迎え、多数

生から寄せられた貴重な記念募金をもとに、幾多の記念事業

されました。そのフィナーレを飾るのが、『クスノキの記念

建立です。平成 22(2010)は母校が八王子地区で唯一の中高

年生学校「東京都立南多摩中等教育学校」が開校した記念す

で、4 月には約 10 倍の競争を勝ち抜いたフレッシュな中学

人が入学しました。この開校の年の 5 月、「クスノキの記念

幕式が執り行なわれました。 

正門から見た大クスノキ   

キの不屈の精神を永遠に 
41 年(1908)創立の東京府立第四高等女学校から東京都立南多摩高校、そして東京都立南多摩中
学校へとつながる 100余年の歴史を見守ってきた1本のクスノキ。開校当初からの唯一の樹木である
、戦前から多くの卒業生によって語り継がれてきました。 
20年(1945) 8月 2日未明の八王子空襲で、一夜にして焼野原となった母校。焼け残ったのは創
横川楳子先生の胸像と防火壁、そして焼け焦げ傷つけられたクスノキでした。しかし、翌年の春

ると、校庭の焼けたクスノキから若葉が芽を吹いて、見事に蘇生したのです。それに感動し勇気

れた当時の教職員や生徒は、校舎復興に全力を注ぎました。昭和 21年(1946) 3月 1日には昭和
行幸があり、激励のお言葉を賜りました。そして翌年、ついに木造平屋の校舎が完成しました。 
創設期の校門と校舎           戦前の第四高女全景(昭和 8年頃)    八王子空襲で焼失した第四高女

キの大樹を移植 
の第四高等女学校時代、甲州街道沿いの木の正門前には小川が流れ、

はカラタチの花が咲いていました。このクスノキは正門から入って

南側にあり、その側には横川先生の胸像が建っていました。正面の

て校舎の玄関前には池があり、そのまわりに多くの植物が植えられ、

庭の一帯は南光苑と呼ばれていました。 
子空襲で被災した母校は､その後、何度か改築､改修が行われました。

年(1997)の校舎改築にあたり、新グラウンドにクスノキがはみ出し、
伐採の危機もありましたが、当時の犬丸校長などの計らいでクスノ

採は避けられ、現在の正門を入った右手プール脇に移植されました。

時で高さが約 15m、幹まわりが約 3.6mあり、校内随一の大樹です。
伴い強剪定を施し､葉を一部刈り込みましたが、現在は幹まわりが約

大樹に成長しています。 移植された頃のクスノキ



「クスノキの記念碑」を建立 

明治､大正､昭和､平成と､母校の激動の歴史と

ともに歩んできたクスノキは、悠久たる伝統の

シンボルとして､正門通路脇から通学する生徒

の成長を見守っています｡このクスノキの不屈の

精神を後世まで受け継いでいくために、記念碑

の建立が計画されました。 

碑文については、八王子空襲を経験した当時

学生だった諸先輩方からの聞き取り､当時のこ

とを寄稿した貴重な文献などから、その謂れを

ステンレス製の記念碑に忠実に刻み込みました。

そして、平成 22(2010)年 5 月 16 日、あかね会

総会の日に合わせ、あかね会副会長・石川和昭   

南多摩高校校長・小

        

        

【クスノキの碑文

『樟』 このクスノキは
2 日の八王子空襲で、
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氏、創立 100 周年基金運営委員長・常磐正臣氏、

林幹彦氏の 3氏により除幕式が執り行なわれ、記念碑は母校に寄贈されました。 

                 
          

】 
、明治 41 年(1908)の開校当初から玄関南側に植えてあったものです。昭和 20 年(1945) 8 月

母校は一夜にして焼け野原となり、クスノキも焼け焦げ傷つきました。しかし、翌年の春になる

、クスノキだけは若葉を芽吹かせ見事に再生したのです。それに勇気付けられた教職員や生

力を注ぎました。明治から大正、昭和、平成へと学校の 100 年のあゆみの中で、それぞれの

の精神は様々な変化や激動を乗り越えてきました。クスノキはその様子をずっと見続けてきた

前に立った生徒諸君！困難に屈せず意思を貫くこの精神を後輩に受け継いでいきましょう。

これからもクスノキは、さらなる大樹となってそびえ立ち、悠々たる伝統

のシンボルとして皆さんを温かく見守ってくれるでしょう。この記念碑は、

東京都立南多摩高校創立 100 周年事業の一環として建てました。 

（寄贈：都立南多摩高校同窓会／創立 100 周年記念事業実行委員会） 

 

記念碑の除幕式 
キと記念碑                  「クスノキの記念碑」 
 

碑」については平成 22 年 5月に、「読売新聞多摩版」と、CATV「八王子テレメディア」で紹介されました。 

行「南多摩高校創立 90 周年記念誌」、 昭和 58 年発行「南多摩高校創立 75 周年記念誌」 


